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OP12醐ヰ p.N~子1JI) にみた1$i能化学擦t去の外手li会談f主総
l 1~1 if挺科大学大宮援療センター 2自治医科大学i呼吸器外科
i玄籍 後輔 1 勾~，員k安姦 1 大主主 t{鳴 2 手塚 ;主忘'/.
手塚康裕久長谷川鰯ヘイ主藤幸夫九塚!1l 1車九村I1J 史m"，
蘇gi 奈良fF
{背景.F.l rf-) 1近年，制{識に対する説lrifJ化学子禁法は遂行関だけでなく，
切除可能だが予後不良な比較的!手掛の症例iこ対してもお:われように
なった.どのi並行授の腕端接影tlに街齢化学捜法が効来的かを採るため，
お科において術前辻学援法後完念切除し得たj持議註f!Jの治療成績を
pNI詩子による進ifl支に誌とて検討した.[対象1HJ94 ，~. 2000年まで
の自治阪大呼吸鋒外科グループ(栃本本設と大~t~~分段〉において，臨
床病WJm織で樹fiJ化学擦訟を務行後，完全切除し得たyl'小細胞)封i痛
73例 (M/F:59/14)平均62践を対象とした，議員J病WH立金例ia.ijf象的
えにより決定した.組織援は騎平 i二j支諮38例， 1I射器30例であった.
プラチナを中心とした化学療法を平均1.4サイクル施行した.汝射線
を1JFiねしたS抜剣は除外した.化学嬢法のま語、来辻仁氏:0 f到.p民:21 
tfijで奏効率的%であった.議後 5 年lln~例追勝した. [結果1pN 羽子
iJfjの5年生存率{まiボo(30 倒): 90%， pNl (14併に 57%参 pN2(21 
fY~) : 33潟， pN3 (8 f!持):0%であった.問時期に手議単独で完全切除
し持た慈:倒の51F':1:JP容は pNO(130 fYiJ) : 71号台余 pNl(32 f母): 54%， 
p1¥2 (49併): 42%， pN3 (4 {fU) : 0%であった.術館化学娘訟を路行、
した pNO疲例 (30例)と手議Jt15!f{で治療した臨床病i場m鍛-pNO症
例 (;~4 鰐)との 2 若手緩の設定では，荷群 iこ性別 s 年齢，組織型， MH葬
マーカー.T!慧J了。などに援がないものの 51~生存率は 90% vs 68%と術
前化学護法を総行した pNOi主務のJiが有意に良好であった (p= 
0，0025). [結語1pNO症例が化嬢j:).tWからワンパ節転務がなかったも
のと仮定した場合，リンパ箆転移のない慈傍iこ務部化学療法の熱J裂が
期待できることがぶi愛された.
207 (819) 
